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௻業内研究ᡤᡤဨの発᝿ຊのࣈレークスルーのためのྲྀ⤌ࡳ 

 
 （伊⸨ ᬗ子㸦ᮾ日本᪑ᐈ㕲㐨株ᘧ会社 㹈㹐ᮾ日本研究㛤発センターۑ

 

 

 

 
 㸯㸬はじめに 

グローバル化の㐍展、少子高㱋化のᛴ㏿な㐍行、

環境保ㆤ意識の高まりなど、⚾たࡕをྲྀりᕳく社

会は大きな㌿᥮Ⅼにある。㕲㐨฼用者のࢽーࢬが

多様化、高ᗘ化する中で、それにᛂえる㕲㐨ࢧー

ならࡤを大きくኚえなけれࡳ⤌スもᚑ来のᯟࣅ

ない。おᐈさまがồめるࢧーࣅスをᐇ現するため

に、௒日では、研究㛤発においても、ᚑ来の㕲㐨

業のᘏ㛗⥺上には↓いテー࣐もᩘ多くồめられ

てきている。 
そうしたᐇ態を㚷ࡳ、ᙜ社で研究㛤発にᚑ事す

る社ဨも、これまでの「㕲㐨業」とは異なるどⅬ

からの発᝿法を㌟につけることがᚲ要になって

いる。 
そのために、2008 年ᗘୗᮇ、ྛ⏺の᭷識者、

ᑓ門ᐙを交えた研究会を研究㛤発センター内に

「テクノトレンド研究会」とྡづけて発足した。

௒ᅇはそのヨࡳについてࡈ⤂௓する。 
 
㸰㸬研究会の㛤ദの⫼景 

⚾が໅務する「JR ᮾ日本研究㛤発センター」

は、JR ᮾ日本グループの௻業内研究ᡤとして、

2001 年 12 ᭶にさいたまᕷにタ❧された。2012
年 9 ᭶現ᅾ、ᡤဨᩘ⣙ 200 ྡを᧦し、役๭、౑࿨

の異なる㸴つの研究㛤発⤌⧊を配⨨して、それぞ

れが᭷機的な連ᦠをᅗりつつ研究㛤発を㐍めて

いる。(ᅗ 1 参↷) 

ᡤဨは大きく分けて、㐠㍺系、建タ系、タഛ系、

㟁Ẽ系などᢏ⾡系でありながらさまざまなᑓ門

とする分㔝を持っており、ධ社してからの⤒Ṕも

さまざまである。 

このような多様なバックグラウンドを持つ研究

㛤発センターのᡤဨが、研究㛤発を⥅続し、ᚑ来

の㕲㐨業のᘏ㛗⥺上にないテー࣐に対ᛂしてい

くためには、どのようなᩍ⫱がᚲ要であるのか。 
⚾はその一つの᱌として、「発᝿ຊや௻画ຊのࣈ

レークスルーのためにᚲ要な場の⥅続的なᥦ౪」

を目的として、「レクチャー」と「ワークࣙࢩッ

プ」を基㍈とした、発᝿ຊのトレーࢽングの場㸦㸻

研究会）の構築を行うこととした。 
 これが、௒ᅇの研究会㛤ദの⫼景である。 
 
㸱㸬研究会の目的とᴫ要 
まず、研究会の目的をḟの㸰Ⅼにᩚ理した。 
 

・研究㛤発のテー࣐タ定、研究㛤発内容を策定す

る㝿にᚲ要な新たな発᝿法を㌟につけること。 
・研究㛤発の内容の充ᐇをᅗるために、研究ᡤを

ᶓ᩿しての研究㛤発をᐇ㊶できるようになる

こと。 
 
発᝿ຊを㌟につけるためには、発᝿をಁすよう

なレクチャーにプラスをして、それを定╔するた

めに、自分たࡕで手を動かして行うワークࣙࢩッ

プがᚲ要だと考えた。また、その研究会は、༢発

的なものではなく、こうした่⃭を定ᮇ的、⥅続

的にຍえていくためにも、ある⛬ᗘのᮇ間にࢃた

って定౛的に㛤ദすることがᚲ要だと考えた。 
᭦に、௒ᅇは、研究ᡤをᶓ᩿することができる

研究㛤発のᐇ㊶を目的としていることからも、研

究会の࣓ンバーはす࡭ての研究ᡤから、年㱋や⤒

Ṕの異なる多ᙬな࣓ンバーを㑅定することが望

ましいと考えた。 
 
㸲㸬研究会のయไについて 

 研究会のయไについては、研究㛤発センター内

のྛ研究ᡤから࣓ンバーを᥎⸀してもらうこと

とした。ධ社 5㸪6 年㹼20 年⛬ᗘの、大学でのᑓ

ᨷ、ධ社してからの⤒験もさまざまなバックグラ

ウンドを持つᡤဨ 10 ྡをᅛ定࣓ンバーとした。 
また、ᢏ⾡系の大学ᩍᤵとࢩンクタンク出㌟の

᭷識者の計㸰ྡにᖖタコ࣓ンテータとしてレク

チャー㸦レクチャーについてはᚋ㏙）に参ຍして

 

ᅗ１ JR ᮾ᪥ᮏの◊✲㛤Ⓨయไ(2012 ᖺ 9 ᭶現ᅾ) 
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ᅗ１ JR ᮾ᪥ᮏの◊✲㛤Ⓨయไ(2012 ᖺ 9 ᭶現ᅾ) 

いただき、レクチャーについてのᗈいどⅬからの

意見を㡬ᡝすることとした。これは、どᗙの高ࡈ

いレクチャーの内容を、研究会の࣓ンバーに⭡ⴠ

をしてもらい、自ᕫの研究㛤発のレ࣋ルにලయࡕ

化させていくために、ᚲ要だと考えたからである。 
 
ス研究ᡤのᡤ㛗を研究会ࣅーࢧロンティアࣇ

のᗙ㛗として、事務ᒁは伊⸨が担ᙜした。研究会

の㛤ദに関ࢃる事務的なస業である、会場のタႠ

やㅮᖌ࡬の連⤡、グ㘓స業は㐠Ⴀ会社にጤクした。 
 
㸳㸬研究会の内容 

研究会はワークࣙࢩップとレクチャーの㸰部構ᡂ

となり、2008年8᭶ᮎから2009年3᭶ᮎまでの༙年

間、活動を行った。 
ᴫࡡ᭶に㸯ᅇ⛬ᗘ研究会を㛤ദし、㸯ᅇの研究会

の๓༙を㸰時間⛬ᗘのワークࣙࢩップ、ᚋ༙をレク

チャーとࣇリーディスカࣙࢩンで㸰時間⛬ᗘとして

活動を行った。༙年間の⤊┙では、研ಟ᪋タにて㸯

Ἡ㸰日の集中研ಟをᐇ᪋し、ᮅからᬌまで、「㥐の

あり方」や「⾤の役๭」についての㆟論をᡓࢃせる

等、㠀ᖖにᐦᗘの⃰い活動を行った。 
 

5.1 ワークࣙࢩップの内容について 
ワークࣙࢩップはࣈレークスルーをಁす新しい๰

造の場として、ᑓ門的なスキルを持つワークࣙࢩッ

プリーࢲにより、࣓ンバー自㌟がさまざまな手法を

య験した。こうした手法は௒ᚋの研究㛤発をしてい

く上で役❧つものと考える。௨ୗにいくつかの౛を

⤂௓する。 

 

5.1.1 めがࡡのワークࣙࢩップ 
㸰ே㸯⤌でグループをసり、自分のパートࢼーに、

いろいろなኚࢃっためがࡡをかけてもらい、パート

、を᥈してࡡれるめがࢃった、とᛮࢃーが一␒ኚࢼ

どࢇなኚ化が

᭷ったかを発

⾲する活動。

࣓ンバーの相

஫理ゎという

ことと、めが

ずࢃというࡡ

かな㐪いでே

は࢞ラリとኚ

ることを通ࢃ

し、どⅬを少しኚえるだけで、≀事は大きくኚ化を

㐙ࡆることをయ感した。㸦ᅗ㸰参↷） 

 

5.1.2 ኚࢃるもの、ኚࢃらないもの 

 20 年ᚋの㥐について、௒とኚࢃるもの、ኚࢃら

ないものについて発⾲をする活動。これは、㥐を

ᙧづくる本㉁的なものについて考えるきっかけ

となった。 
 ౛えࡤ、ኚࢃるものとしては、㥐⯋や⥺㊰など、

インࣇラのᙧ状や㥐社ဨのᏑᅾ㸦↓ே化等）、ษ

➢のᏑᅾなどがᣲࡆられた。 
一方、ேとิ㌴が集まるということ、㥐にはな

ラがᏑᅾすること、ิ㌴の発ࣇらかのᙧでインࢇ

㌴時้や構内・周辺᱌内といった、情報がᏑᅾす

ることなどは、௒ᚋもずっとኚࢃらないのではな

いか、という意見が多ᩘであった。 
ᡤဨにとって、一␒㌟㏆にある「㥐」というᏑ

ᅾの本㉁を考えるⰋい機会となった。 
 
5.1.3 価್を動モ的にᤊえる 

 「㥐」と「ྡモ」と「動モ」を᥃け合ࢃせて、

未来の㥐でどのようなことが可能かを考える活

動。㸦ᅗ㸱参↷） 
౛ え ࡤ 、

「㥐でⷃ㯏

を㣗࡭る」と

いう௒でも

日ᖖ的な行

Ⅽから、動モ

を 1 つኚえ

て「㥐でⷃ㯏

をᡴつ」と

いうయ験ᆺ

の㥐づくり

に結ࡧつけることができる。「㥐で཭㐩と会う」

から、「㥐で཭㐩を増やす」という、㥐がよりࢯ

ーࢩャルな場となることも発᝿できる。 
動モ㸯つኚえることで、発᝿がᗈがり、ୡ⏺が

大きくኚࢃることをయ験することができた。 
 
5.2 レクチャーの内容について 

レクチャーはさまざまな᭷識者の方にㅮᖌとして

ㅮ⩏をしていただき、研究㛤発に対する考え方のࣄ

ントをいただくこととした。ㅮᖌとᡃ々ᡤဨのᶫΏ

しとして、レクチャーの最ᚋにᖖタコ࣓ンテータか

らコ࣓ント

を㡬ᡝする

ᙧでレクチ

ャーは㐍め

られた。 
 ㅮᖌは、大

学ᩍᤵや࣓

ーカーの研

究者の方、

ンクタンࢩ

クの方等、

さまざまな⤒Ṕの方におヰをいただいた。レクチャ

ーの内容も、生活者研究、未来のᐙ㟁、᭶㠃基ᆅの

建タ、レࣈࢦロックを用いた意識の可ど化㸦ᅗ㸲参

 

 

 

ᅗ 2 めが䛽のワークショ䝑プ 

ᅗ 4 レ䝂ブ䝻䝑クを⏝いた 

ព識のྍど化

ᅗ 3 㥐㽢名モ㽢ືモ䠙䠛䠛 
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↷）、ロ࣎ット工学、「Civic Pride」というどⅬ

からの㏆未来の公ඹ✵間[1]など、ᬑẁ聞くことので

きない分㔝であり、᭦に、研究㛤発のあり方につい

ての♧၀にᐩࢇだ㠀ᖖにエキࢧイティングな内容で

あった。 
 
㸴㸬ワークࣙࢩップのᡂ果 

ワークࣙࢩップでは最⤊的に、10 ྡの࣓ンバー

を 2 つのグループに分けて、それぞれのグループ

が、大つᶍ㥐またはᑠつᶍ㥐における、20 年ᚋの

㹈㹐ᮾ日本の担う役๭や㥐のあり方についての

ᥦ᱌を行った。 
大つᶍ㥐グループからは、20 年ᚋには、少子高

㱋化による㕲㐨฼用者の減少ཬࡧᅾ日外ᅜேの

増ຍがண されることから、JR ᮾ日本の役๭を

༢なる㕲㐨会社ではなく、「⾤をつくる㸻Total 
City Coordinator」と఩⨨づけることとした。(ᅗ
㸳参↷) 
ここでは、これまでᇵった㕲㐨ไᚚࢩステ࣒を

ᛂ用して、ᙜ社が「RaTMS=Rairoad as Total 
Mobility System」として、⾤全యのไᚚを行う

ことになる、という㠀ᖖに᩾新なアイディアがᑟ

出された。 
 

ᑠつᶍ㥐グループからは、「まࡕ」と「㥐」の

一య化、㥐のࣇランチャイࢬ化、というアイディ

アが出された。20 年ᚋのᑠつᶍ㥐は、インࣇラは

最低㝈でコンパクト化されている、という௬ㄝの

もと、ᙜ社の役๭は㥐の㐠Ⴀのྲྀりまとめ役であ

り、ᐇ㉁的な㥐の㐠Ⴀはその周辺の NPO や࣎ラ

ンティアが行う、というものである。(ᅗ㸴参↷) 

 
大つᶍ㥐もᑠつᶍ㥐も、ᮇせずして、20 年ᚋの

ᙜ社の役๭が、まࡕと㥐の結⠇Ⅼとなる、という

Ⅼがඹ通していたことが㠀ᖖに⯆࿡῝く感じた。 
ワークࣙࢩップの最⤊的なᡂ果≀はもࡕろࢇ

重要である。しかしながら、研究ᡤというᯟを㉸

えての࣓ンバーの活発な㆟論と、そこから㠀ᖖに

᩾新なアイディアがᑟ出されたこと、すなࡕࢃ、

最⤊的なᡂ果≀に⮳るまでのプロセスを会得で

きたことが一␒のᡂ果だと考えている。 
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↷）、ロ࣎ット工学、「Civic Pride」というどⅬ

からの㏆未来の公ඹ✵間[1]など、ᬑẁ聞くことので

きない分㔝であり、᭦に、研究㛤発のあり方につい

ての♧၀にᐩࢇだ㠀ᖖにエキࢧイティングな内容で

あった。 
 
㸴㸬ワークࣙࢩップのᡂ果 

ワークࣙࢩップでは最⤊的に、10 ྡの࣓ンバー

を 2 つのグループに分けて、それぞれのグループ

が、大つᶍ㥐またはᑠつᶍ㥐における、20 年ᚋの

㹈㹐ᮾ日本の担う役๭や㥐のあり方についての

ᥦ᱌を行った。 
大つᶍ㥐グループからは、20 年ᚋには、少子高

㱋化による㕲㐨฼用者の減少ཬࡧᅾ日外ᅜேの

増ຍがண されることから、JR ᮾ日本の役๭を

༢なる㕲㐨会社ではなく、「⾤をつくる㸻Total 
City Coordinator」と఩⨨づけることとした。(ᅗ
㸳参↷) 
ここでは、これまでᇵった㕲㐨ไᚚࢩステ࣒を

ᛂ用して、ᙜ社が「RaTMS=Rairoad as Total 
Mobility System」として、⾤全యのไᚚを行う

ことになる、という㠀ᖖに᩾新なアイディアがᑟ

出された。 
 

ᑠつᶍ㥐グループからは、「まࡕ」と「㥐」の

一య化、㥐のࣇランチャイࢬ化、というアイディ

アが出された。20 年ᚋのᑠつᶍ㥐は、インࣇラは

最低㝈でコンパクト化されている、という௬ㄝの

もと、ᙜ社の役๭は㥐の㐠Ⴀのྲྀりまとめ役であ

り、ᐇ㉁的な㥐の㐠Ⴀはその周辺の NPO や࣎ラ

ンティアが行う、というものである。(ᅗ㸴参↷) 

 
大つᶍ㥐もᑠつᶍ㥐も、ᮇせずして、20 年ᚋの

ᙜ社の役๭が、まࡕと㥐の結⠇Ⅼとなる、という

Ⅼがඹ通していたことが㠀ᖖに⯆࿡῝く感じた。 
ワークࣙࢩップの最⤊的なᡂ果≀はもࡕろࢇ

重要である。しかしながら、研究ᡤというᯟを㉸

えての࣓ンバーの活発な㆟論と、そこから㠀ᖖに

᩾新なアイディアがᑟ出されたこと、すなࡕࢃ、

最⤊的なᡂ果≀に⮳るまでのプロセスを会得で

きたことが一␒のᡂ果だと考えている。 
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㸵㸬テクノトレンド研究会のᡂ果と課題 

 ༙年間の研究会の⤊஢ᚋ、研究会の㊃᪨や㛤ദ

ᙧ態等について࣓ンバーにアンケートをᐇ᪋し

た。その結果を௨ୗにまとめる。 
 

研究会の㊃᪨については、外部からの่⃭を受

ける⤒験は㠀ᖖに重要であった、ᬑẁ౑っていな

いᛮ考ᅇ㊰を౑った、ᶓのே⬦をᗈࡆることがで

きた、という評価が多くあったものの、研究会で

考える未来と現状とにギャップがあり、未来に⮳

るプロセスが見出せない、という意見もあった。

また、ᡂ果≀自యに対してのᡤ属部⨫等からの評

価をẼにする࣓ンバーもいた。 
௒ᅇの研究会は、ᡂ果≀の出来・୙出来よりも、

そこに⮳るまでのᛮ考プロセスの活性化や、そこ

で得られた研究ᡤを㉸えてのே⬦ᙧᡂに意⩏が

ある。そうした研究会の㊃᪨のᚭᗏがᚲ要と③感

した。 
 

 㛤ദᙧ態については、研究会を཯᚟⥅続するこ

とで、ᰂ㌾な考え方を㌟につけることができるよ

うになった、᭶に 1 ᅇの㛤ദ間㝸についてはጇᙜ

であるという評価であった。しかし、ᐇ験等の動

かすことができない業務がある場合は、研究会を

Ḟᖍせざるを得なかったり、課㛗等の⟶理者が࣓

ンバーとなっている場合はスケジࣗールの調ᩚ

にⱞ慮する等、スケジࣗールの⤌ࡳ方には課題が

ṧった。 
 ᭦に、こうした⦆やかな連続性を持ったプログ

ラ࣒の場合、㸯ᗘḞᖍすることは≀理的にはఱら

ၥ題がないものの、精⚄的にはḟᅇධりにくい㞺

ᅖẼをᙧᡂしてしまうこともあった。࣓ンバーや

事務ᒁからの、Ḟᖍ者࡬の࢛ࣇローアップのᚲ要

性を③感した。 
 
 また、レクチャーは㠀ᖖに貴重なおヰをఛうこ

とができるので、࣓ンバーだけではなく、研究ᡤ

のᡤဨにᗈく⫈ㅮをಁしたものの、㊃᪨がきࢇࡕ

とఏࢃらずに⫈ㅮ者が少ないこともあり、お知ら

せ方法等は௒ᚋの課題である。 
 
㸶㸬テクノトレンド研究会の評価 

㕲㐨事業ཬࡧその周辺事業から㞳れたレクチャー

の⫈ㅮや、研究ᡤをᶓ᩿して構ᡂされた࣓ンバーと

のඹ同ワークࣙࢩップを通じて、ᖜᗈいものの考え

方を㌟につける、研究ᡤ間のே⬦ᙧᡂをする、とい

うᙜึの目的はᴫࡡ㐩ᡂできた。᭦に、さまざまな

⤒Ṕのㅮᖌから、ᬑẁは聞くことができないヰをఛ

うという、ᙉⅯな外部の่⃭によりၨ発され、࣓ン

バー自㌟が自ᕫၨ発のᚲ要性を③感するようになっ

た。 

 

௨上より、研究ᡤのᡤဨのேᮦ⫱ᡂ、能ຊ向上と

いう観Ⅼで、௒ᅇのような、レクチャーとワークࢩ

ࣙップを基㍈とした研究会は᭷ຠであると考える。

特に、研究㛤発のスタンス、アプローチ手法を㌟に

つけるためのプログラ࣒として、ຠ果があるとᛮࢃ

れる。 

研究ᡤでの業務は、ᚲずしも定ᆺ化することがで

きず、ᗈい意࿡でのಶேのスキルによる部分が多い。

ᡤဨにとっては、これまで⤒験してきた部⨫とは異

なる環境となるため、研究の目的や᥎㐍方法を十分

ᢕᥱするᚲ要がある。その一環として新たに研究ᡤ

に配属になったᡤဨに対して、研究ᡤとしての࢜リ

エンテーࣙࢩンがより重要となるが、本研究会は、

そのプログラ࣒の一ゅをなし得ると考えられる。 

 

㸷㸬おࢃりに 

ずか༙年間のテクノトレンド研究会ではあっࢃ 

たが、研究㛤発センターの௒ᚋのேᮦ⫱ᡂ方法に

ついて、1 つのᥦ᱌をすることができたと考える。 
௒日のᛴ㏿なᢏ⾡㠉新に㏣㝶できるᢏ⾡者と

なるために、௒ᅇのྲྀ⤌ࡳを㸯つの౛として、௒

ᚋのインࣁウスエンジࢽアのேᮦ⫱ᡂのあり方

を、研究㛤発センターとして確❧し、それをඹ᭷

化するᚲ要があろう。 
 
最ᚋに、テクノトレンド研究会にࡈ༠ຊいただ

いた、社内外の多くの方々に῝く感ㅰをいたしま

す。 
ありがとうࡈざいました。 
 
㸦ὀ） 
なお、本文中の内容については、研究会の一環

として行った࣓ンバーの考えによるもので、JR

ᮾ日本としての方㔪を♧すものでは↓いこと

をお᩿りさせていただきます。 
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